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日本史上，女性の正確な名（ファースト・ネーム）が記録に残ることは，
皇族，将軍，有力大名の妻や娘などを除き，あまり多くない。たとえば，
「蜻蛉日記」の作者は藤原道綱母（ふじわらのみちつなのはは）であり，「更
級日記」の作者は菅原孝標女（すがわらのたかすえのむすめ）である。
現代でも，女性は「～さんの奥さん」「～ちゃんのお母さん」と呼ばれる
ことが多い。女性の名を音（おん）で知っていても正確な漢字がわからな
い，調べたくても自治会の名簿には夫の名前しか掲載されていない，となり
がちである。近年は，携帯電話番号を交換する際に漢字も含めて名前を確認
することができるが，聞きそびれるとそのままになってしまう。
歴史の中で，大半の女性は名無しの存在である。女性の経済活動について
調べるのは，さらに至難の業といえよう。だが，山本志乃『女の旅』は，幕
末から明治にかけて旅に出た女性の記録（日記，手記，聞き書き）に着目
し，丹念に研究した（「はしがき」，p.iii）。それにより，１１人の女性の生き
方はもちろん，当時の家族，食事，庶民の経済活動，交通網まで描き出すこ
とに成功している。
著者は，１９９１年に筑波大学大学院環境科学研究科を修了し，定期市，行
商，庶民の信仰と旅などについて調査研究している。民俗学専攻だが，１つ
のエリアに固定された文物よりも，人の移動が生み出す民俗に注目する。
かつて女性の旅は，安全面でも手続き上も，非常に難しかった。江戸時代
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の関所は行き交う人々を厳しく吟味し，「入鉄砲出女」にとくに目を光らせ
ていた。それ以前でも，女性だけの旅，女子どもだけの旅は，危険きわまり
ないことが多かった。危険な旅といえば，森鷗外作「山椒大夫」がすぐに想
起されよう。これは，説経節の「山椒大夫」（または山荘太夫）をもとにし
たもので，人買いに騙された母と姉弟が離ればなれにされ，過酷な労働条件
の下に使役される。長者の家から弟を脱出させるため，姉は自害する。現在
の日本は世界の中でも希有といってよいほど快適で安全な国だが，かつては
決してそうでなかった。
本書の構成に入ろう。各章のタイトルは「はしがき」，序章「旅する女た
ち―明治維新，もう一つの衝撃」，第１章「田上菊舎―二二歳で未亡人と
なった美濃派俳人の全国漂泊」，第２章「松尾多勢子―尊皇思想に傾倒した
豪農妻の京都出奔」，第３章「楢崎龍―龍馬妻の新婚旅行から，夫没後の上
京苦譚」，第４章「岸田俊子―民権派女弁士の全国遊説」，第５章「津田梅子
―六歳での米国留学，日本語忘却後の苦難の日々」，第６章「花子―旅芸人
が見た二○世紀初めのヨーロッパ」，第７章「野中千代子―女性初の富士山
“越冬”八二日の記録」，第８章「クーデンホーフ光子―欧州渡航と第二の故
郷ボヘミアへの思い」，第９章「河原操子―蒙古王室，教育顧問のアジア紀
行」，第１０章「山野千枝子―ブロードウェーから東京へ，美容室開業」，第
１１章「イザベラ・バード―明治初期，日本を駆け抜けた英国旅行作家」，終
章「その後の女の旅―昭和から平成へ」である。
１１人の中には津田梅子，山野千枝子，イザベラ・バードのように著名な
人物もいれば，楢崎龍のように一定の知名度がありながらその生涯があまり
知られていない者，田上菊舎や松尾多勢子のように一般にはほとんど知られ
ていない者がいる。先行研究の蓄積が多い津田梅子の章で評者はいささか物
足りなく感じたが，１１人の女性，しかも俳人，女優，政治活動家，外国人
の妻，外国人女性と，多岐にわたる職業と背景を持つ人々の生涯を著者は手
際よく紹介したのだから，そちらの功績をたたえるべきであろう。
いずれにしても，人間，とくに女性が旅に出るには思い切った決意が必要
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である。そして，誰もが旅先で苦労する。英語のtravelの原義は「苦労して
旅をする」だが，そこから「骨を折って働く」という意味が生まれた。一
方，旅には素晴らしい自然と文化，親切な人々との出会いも待っている（も
ちろん，事故と犯罪には十分気をつけなくてはならないが）。兼高かおる
『わたくしが旅から学んだこと』（小学館，２０１３年）をあわせ読むと，「かわ
いい子には旅をさせよ」の諺のとおり，旅が人間を成長させる過程を追体験
できる。若い読者のために付記すると，兼高は，日本人がまだ海外へ自由に
出られない時代から，テレビ番組「兼高かおる 世界の旅」（１９５９-１９９０年
放送）を通じて，毎日曜の朝，お茶の間に海外の風景，文物，人々の姿を届
けてくれた。兼高が番組の制作に携わった経緯については，ぜひ彼女自身の
言葉で読んでもらいたい。
著者によると，現代日本人の旅の原点は，１８世紀後半の名所図絵の人気
や，伊勢参りの拡大化だという（「はしがき」，p.ii）。折しも，２０１３年１０月
に伊勢神宮（正確には「神宮」）の遷宮が完了し，現代のお伊勢参りが急増
しそうな勢いである。NHK総合が平日夜９時に放映する報道番組「ニュー
スウォッチ９」（２０１３年１０月２日放送）によると，深夜に東京を出発するバ
スに乗って神宮に５時間滞在し，翌日夜に東京へ戻る強行軍の旅行，いわゆ
る「弾丸ツアー」が，とくに女性の間で流行っているという（「“変わる”お
伊勢参り」，http://cgi 2.nhk.or.jp/nw 9/pickup/index.cgi?date=131002_1，
２０１３年１０月４日最終アクセス）。伊勢神宮はいわゆる「パワースポット」
として人気の観光地の１つだが，心が洗われる体験をしたいという心情で
は，江戸時代と現代は全く同じである。
留学経験のある著者にとって，第１１章のイザベラ・バードがとくに興味
深かった。今でこそ，ガイドブックやインターネットのサイトで，旅行先の
情報を事前にかつ綿密に調べることは可能である。しかし，当時は数少ない
書籍の中の，さらに限られた情報しかなかった。それに，風俗の全く異なる
明治初期の日本で，しかも外国人女性が旅することは，非常な勇気を必要と
したであろう。バードは蚤だらけの宿で，周囲の好奇な目と他の泊まり客が
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立てる物音に悩まされたが，見ず知らずの人々がぶしつけに投げかける視線
こそ，一人旅をする自分の安全を保障していることに気づく。彼女が旅先で
久しぶりに西洋料理を食し，ほっとする場面が出てくるが，懐かしい故郷の
味に感激するのは，長期間故郷を離れた旅をしたことがある者だけが文字通
り味わえる「特権」であろう。
評者が本書を読んでいて１つ疑問に思ったのは，第８章のクーデンホーフ
光子についてである。東京・牛込の商人の家に生まれた青山光子は，１８９２
年にオーストリア・ハンガリー公使で名門貴族のハインリッヒ・クーデン
ホーフ・カレルギー伯爵と結婚する。夫の一時帰国でボヘミアに渡る
が，１９０６年に夫が急死し，７人の子どもを彼の地で育て上げ，１度も日本の
土を踏むことなく１９４１年に６７歳で亡くなった。次男のリヒャルト・クーデ
ンホーフ・カレルギーは汎ヨーロッパ主義を提唱し，これが後の欧州連合に
つながったが，映画「カサブランカ」（１９４２年，アメリカ）に登場する反ナ
チス活動家ヴィクトル・ラズロのモデルともされる。著者によると，夫の急
死後，未亡人となった光子は夫の親族と遺産をめぐって争った（山本，
p．１４４）。だが，シュミット村木眞寿美編訳『クーデンホーフ光子の手記』
の文庫版（河出書房新社，２０１０年）によると，光子は１度も会わずに亡く
なった夫の母の遺言に従い，後見人にも支援され，自分の長男が相続した城
と資産を守り，子育てをした（シュミット，p．１３）。もし本書を改訂するこ
とがあれば，この点を明らかにしてほしい。
評者から著者に対し，今後の研究テーマを２つ提案したい。第１に，日本
のような駅は世界の中でも珍しい。たとえば，JR東京駅は２０１２年の新駅舎
の完成前からショッピング・モールとして発展を続けており，現在は地下の
グランスタに広大な店舗群を有している。人々は旅行に出発するためでな
く，ファスト・ファッション店で衣服を手に取り，レストランや寿司屋で食
事をし，老舗菓子メーカーの東京駅限定の製品とキャラクター商品を購入す
るためにレジに並んで，老若男女にかかわらず楽しい時を過ごすことができ
る。くわえて，大々的に改修された女性用トイレは個室が大幅に増設され，
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待ち時間を激減してくれた。このような駅舎の著しい発展ぶりを，ぜひ民俗
学的に研究してほしいと思う。
第２に，先ほども触れたが，旅行者とトイレの関係を研究してはどうか。
日本国内では外出先で安全かつ清潔なトイレを探すことが容易である（設置
する側が多大な費用をかけて，不特定多数の人のためにトイレを維持管理し
ているのは言うまでもない）。初めて訪れた町でも，駅，デパートなどでト
イレは容易に見つけられるし，コンビニエンス・ストアやファミリー・レス
トランで借りられる場合もある。他方，外国ではトイレが有料であり，設置
場所や個室の数が非常に少ない。レストランのトイレは顧客のみに提供さ
れ，鍵を借りなければ扉を開けられないことが多い。長距離列車のトイレが
壊れていることはよくある。国・地域によっては，日没後に公衆トイレに入
ると強盗・強姦の危険すらある。一方，１０年前に評者が団体旅行で訪れた
イタリアでは，欧米人と比べて頻繁にトイレに行く日本人旅行者のために，
主要な自動車専用道路に多数のトイレを設置していた。隣接する土産物コー
ナーは，日本人で大いに賑わっていた。日本人旅行者が海外旅行先に持ち込
む「トイレ文化」と，それによりもたらされる現地の変化は決して小さくな
いのではないか。高速道路のサービスエリアにとどまらず，そこに勤務する
現地の人々の生活様式にも少なからぬ影響を与えているかもしれない。奇し
くも，１１月１９日は国連によって「世界トイレの日」に指定され，２０１３年が
その第１回目となった。
外交，政治，経済等と異なり，民俗は公文書に残りにくい。それゆえ，正
史だけではわからない，民衆の地下経済やたくましい生活力，人間関係，そ
して人情の機微を伝えてくれる。人の移動を中心とした民俗を研究する著者
の益々の活躍に期待する。
（かるべ・けいこ／法学部教授／２０１３年１０月４日受理）
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